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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、アート／テクノロジーと生／死が取り結ぶ新たな美学的可能性を提
起することである。グローバリゼーションが進むなかで全面化している「生政治／死政治」（フーコー／ンベン
ベ）、これに抗するアート実践のひとつとしてバイオアートがある。これを、生命全般や生活世界に根ざした生
命活動と結びつく「ライフ・アート」へと拡張し、さらにこれに対となる「デス・アート」を加え、両者を系譜
学的に考察し、さらに現在の生命科学と現代哲学における生／死の境界の揺動をめぐる議論から照射すること
で、ライフ・アート／デス・アートの理論的言説と系譜学的考察を総合し、アートの現在的可能性を議論するプ
ラットフォームを形成する。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to propose new aesthetic possibilities that 
link art/technology and life/death. Bio art is one of the art practices that oppose 
biopolitics/death politics (Foucault/Nbembe), which are becoming more prevalent as globalization 
progresses. We expand bio art into life art that is linked to life in general and life activities 
rooted in the living world, adding death art to this, and genealogically examining both. By 
synthesizing the theoretical discourses and genealogical considerations of life art/death art, we 
plan to form a platform to discuss contemporaneous possibilities of art.

研究分野：美学・感性学

キーワード： ライフ　デス　アート　美学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本科研の学術的、社会的意義は、第一に、ライフ・アートという今後アート・ワールドで前景化する問題圏を考
察する先駆的な理論的プラットフォームを形成することにある。第二に、一面で開かれているように見えるもの
の市場化されくしたという点で、資本主義の中に閉ざしたままのグローバル・アートの閉域を、「生／生命／生
活（ライフ）」世界の観点から外へ開く視点を提起することがある。第三に美学芸術学という人文系の研究をそ
の領域外（生命科学など）と折衝させるための新たな文理融合的な議論の場の契機になる点がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

様々な国際的メディア・アートのフェスティヴァルにおいて「ライフ・アート」そ

して「アーティフィシャル・インテリジェンス（人工知能）」というカテゴリーが前

景化しつつある。この新たなカテゴリーの登場は、芸術の実践・理論双方における20

世紀末以来の劇的な変化を受けている。つまり、「ライフ（生／生命／生物）」と

「アート（芸術／技術）」という二つの概念が交わり合い、生命科学と人工知能研究

を基盤にして私たちの生活世界の中に目に見えない形で浸透しつつある環境、それを

ライフとアートの折衝を焦点として芸術において批判的に顕在化させることが、焦点

になっているのである。 

しかし、こうした芸術の動向は、現在のグローバリゼーションの進むアート・ワー

ルドでは、目新しいトピックとして注目されるものの、理論的言説も歴史的・系譜学

的考察も乏しい。もちろん、バイオアートと呼ばれる実践には、戦前の萌芽（エドワ

ード・スタイケンによる植物交配実験とアートとしての展示等）、間を置いて1970-80

年代の初期バイオアート実践（分子生物学の発展を背景にした芸術）、2001年以降の

コンピュータを介したウェットウェア（生物）とドライウェア（機械）の間のフィー

ドバック・ループを前提にしたアートという段階を経て現在に至っている。さらに現

在、バイオテクノロジー自体が、「DIYバイオ」という自宅での遺伝子組換え実践、あ

るいは遺伝子検査キットの普及によって日常化し、それが社会的、倫理的な問題とし

て焦眉の対象にもなっている。冒頭のライフ・アートという語はこうした現状も前提

にしている。 

本研究課題では、従来バイオアートと称していたものを「ライフ・アート」として

捉え直し、さらにライフと対になるデス（死）を冠して「ライフ／デス・アート」と

いう枠組みを設定する。これまでの人文学的視座からのアートの言説を組み直し、そ

の一契機として生命科学の研究を参照するためには、たんにライフのみでは不十分で

あると思われたからである。 

ライフ／デス・アートというカテゴリー設定の意図は次の４つである。 

第一にライフ／デス・アートという概念は、ボリス・グロイスが『アート・パワー』 

（2013年）で述べたように、現在の技術を介した生の統御、生権力による生政治（フ

ーコー）そして「死政治」（ンベンベ）に抗し、それを問題化するような、生と死を

焦点にした芸術（グロイスはこれをバイオアートと呼ぶ）にアートの考察の射程を広

げることができる。 

第二に、ライフ／デス・アートという概念は、狭義のバイオテクノロジーと広義のバ

イオテクノロジー（微生物を用いた醸造・発酵実践まで含む）を繋ぎ合せることがで

きる。これは研究分担者岩崎がすでに人工細胞（人工生命）の慰霊碑というプロジェ

クトで実践した問題―アートにおけるライフ（生／生命／生物）の現在的意味を拡張

するという問題―を引き受けている。つまりそれは、ジョルジョ・アガンベンが提起

した「ビオス／ゾーエ」という生を表現する語の双方を含むことにもなる。現在の生

政治が前提にするゾーエ（剥き出しの生）は、人間の生死のみならず、微生物や細菌

などすべての生死を含んでいるからである。 

第三に、生物、組織、遺伝子というライフを媒体（メディア）にしたアートは、現在



のアートの単線的パラダイムを超える枠組みを提供する。ニュー・メディアのアート

言説も、旧来のメディアの可能性を考古学的に再考するポストメディアのアート言説

も（Ｒ・クラウス）も、新／旧の単線的時間軸を設定している。だがバイオアートの

メディアはこうした時間軸を揺るがすような媒質となる。例えばライフ・アートで頻

繁に使用される大腸菌は地球上最古の生物のひとつであるが、他方で短期間に迅速な

変異を遂げもする。こうしたメディアはこれまでの時間軸の線型的図式を壊乱してし

まう「メディア」なのであり、これを考察する枠組みを考えることでアートの言説を

組み替えることにも繋がる。 

第四に、現在の生物学の進展を基礎にしたアートにおいて、生死の境界が揺るがせら

れている。例えば、バイオアートでしばしば使用される、約30億年前に誕生したシア

ノバクテリアのように、その「生命」活動は一時停止することも再開されることもあ

る。ここでは生死の境界は曖昧である。そしてそもそも細胞自体はいつも代謝を行う

と同時に複数の死を迎えている。逆に、例えばHela（ヒーラ）細胞を用いたバイオア

ート作品は原理的には不死である。生命の定義の境界線上にアプローチするこうした

アート、生命／死の脱境界化、死の生への反転という問題を契機に、生命への文化的

理解を押し広げることもできる。それは生政治の技術の検討では不可視になっている

死を、再度、生の中に取り込む実践・思考になる。 

こうした考察を行うには、生／死のテクノロジーとしてのアートを、まずは近代以

前／近代以後／脱近代という系譜学的枠組みから捉え、比較検討する必要がある。こ

れまでの芸術の多くは、死を形象化するある種の人類学的テクノロジーでもあった。

近代において死が生活世界から排除されたという批判が常套句ならば、その前後（前

近代と脱近代）の実践、ライフ／デス・アートが持つ過去と未来の作用圏を付き合わ

せ、現在の生／死の技法であるライフ／デス・アートの方向性を、歴史的に厚みある

形で議論することができるだろう。以上のように、ライフ／デスという理論的な生命

（死の）概念の哲学的検討を行い、ライフ・アートの生活世界や過去との接触点を探

り、ライフ／デス・アートの過去の系譜学的考察を行い、最終的にこうした３つの観

点とアート／テクノロジーの可能性を突き合わせ、現在の美学の可能性を明らかにす

ること、これが本研究の基本的問いである。 
 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、アート（／テクノロジー）と生／死が取り結ぶ新たな美学的可能性

を提起することである。グローバリゼーションが進むなかで全面化している「生政治／

死政治」（ミシェル・フーコー／アキーユ・ンベンベ）、これに抗するアート実践のひ

とつとしてバイオアートがある。このバイオアートを、生命全般や生活世界に根ざした

生命活動と結びつけた「ライフ・アート」へと拡張し、さらに、これに対となる「死の

アート（デス・アート）」を加え、両者を系譜学的に考察し、さらに現在の生命科学と

現代哲学における生／死の境界の揺動をめぐる議論から照射することで、ライフ・アー

ト／デス・アートの理論的言説と系譜学的考察を総合し、アートの現在的可能性を議論

するプラットフォームを形成する。 
 
 
３．研究の方法 

本研究は８名の研究者でおこなわれる。ライフ・アート班、デス・アート班、ライフ



／デス班、アート／テクノロジー班の４チームが、前近代／近代／脱近代の系譜を基礎

にしながら、それぞれ理論・現象面の二側面から言説・事例の集積・意見交換を行う。

次に、下図の左側（a）（b）（c）と右側（d）（e）（f）各々の統合を経て、最後に、

中央軸にあるライフ／デスとアート／テクノロジーの意見交換を行うと同時に、左右に

あるライフ・アート、デス・アートの事例をもとに収斂させる（g）（h）。４つのチー

ムはつねに他チームと連動しながら作業を進める。必要な事例調査やインタヴューのた

めの視察は各自で行う。毎年、小中規模２回の研究会を設定し、最終年度には総括的な

研究会を行う。 

 
 
４．研究成果 

初年度はライフ・アートに強調点を置き、ライフ・アートの系譜整理とライフ概念の拡張

（ライフ／デス班）、前近代／近代のデス・アートの系譜及び概念整理（デス・アート班）、

デス・アートを製作する作家へのインタヴュー（アート／テクノロジー班）の検討を行い、チ

ーム間で連携した。 

次年度はデス・アートの理論研究・事例研究に強調点を置き、第一に、ライフ／デス班はデ

ス概念の哲学的言説を整理し、デス・アート班は近代／脱近代のデス・アートの系譜を整理

し、同時にライフ／デス班と討議を行う研究会を開催した。第二に、アート／テクノロジー班

は生政治をめぐる作品を制作する作家にインタヴューし、ライフ／デス班がこれを受けて生政

治概念とライフ概念の拡張について討議を行った。 

最終年度には、これまでの討議をもとに４つのチームの討議を収斂させていった。デス・ア

ート班の理論的成果を、ライフ／デス班を中継にしながら統合する作業を行った。年度後半に

はこれに前年度までのライフ・アート班とデス・アート班との理論的共同作業をもとに統合作

業を行い、さらにライフ／デス班との間で、ライフ／デス・アートの美学の可能性を討議し

た。最終報告会を含めた論稿集は、ウェブサイトで2023年度前半に公開予定である。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
 
以下には 2020 年度から研究会の成果を順番に挙げていく。なお、科研メンバーが関わった日本
記号学会の場でも本科研に関連したパネルを構成した。 
 
初年度 
・2020 年度第１回研究会（2020 年 11 月 22 日）研究目的と研究方法、今後の予定の確認。 
・2020 年度第２回研究会（2021 年 1月 23 日） 
加須屋誠「死について語るときに私が語ること」 
前川修「タナトロジー／タナトポリティクス／ネクロロジー」 
・2020 年度第３回研究会（2021 年 2月 27 日） 
岩城覚久「生命と感性──異種間(?)インタラクティヴ・アート論に向けて」 
岩崎秀雄「aPrayer:人工細胞の慰霊 〜『生命をつくる』とはなにを意味するのか」 



 次年度 
・2021 年度第４回研究会（2021 年 5月 30 日） 
増田展大「ポストヒューマンから動物へ──その生と死について」 
松谷容作「《土をつくる》(2021)におけるライフ/デス」 
・2021 年度第５回研究会（2021 年 9月 5日） 
水野勝仁「インターネットアートを通して，何か新しいものに再接続する試み」 
大橋完太郎「死と喪、およびそれをめぐる文化と表象についての現代思想・哲学」 
・2021 年 11 月 27−28 日 日本記号学会第 41 回大会 
「自然と文化のあいだ──「生命」を問いなおす vol.2」会場：九州大学・大橋キャンパス 
・2021 年度第 6回研究会（2022 年 3月 22 日） 
加須屋誠「仏教的宇宙観と身心観―構造とその崩壊―」 
前川修「没後写真論 ズュコラ『写真の複数の死』を読む①」 
 最終年度 
・2022 年度第 7回研究会（2022 年 5月 22 日） 
岩城覚久「モアザンヒューマンエステティクスと動物とのコ・デザインに向けて」 
岩崎秀雄「人工知能と音楽の生命性：「aPrayer 3.0〜まだ見ぬ人工知能の慰霊」「Culturing 
<O/Paper>cut」に関して」 
・2022 年度第 8回研究会（2022 年 7月 31 日） 
増田展大「人類学とライフアートの邂逅にむけて」 
松谷容作「重ね合わされる時間：ライフ／デス・メディアとしての映像」 
・2022 年 9月 17-18 日会場：追手門学院大学・総持寺キャンパス 
「記号論の行方──モビリティ・人新世・ケア」 
・2022 年度第 9回研究会（2022 年 10 月 2日） 
水野勝仁「紀要論文に書けなかった山形一生インタビューにおける「生と死」を振り返る」 
大橋完太郎「再生・生・性」 
・2022 年度第 10回研究会（2023 年３月 25日） 
前川修「ヴァイタルサインとしての写真」 
増田展大「ライフアートの美学と生態学」 
松谷容作「物質循環とイメージ循環」岩城覚久「体外離脱体験の感性論に向けて」 
水野勝仁「私たちに残された行為はただ一つ，ゲーム機本体の電源を落とすことである．」 
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